
二
〇
二
〇
年
二
月
二
一
日

園

児

等

の

町

の

お

散

歩

春

う

ら

ら

満

天

寒

暖

の

日

　々　

に

思

案

の

旅

支

度

た

か

子

暖

か

や

信

楽

陶

た

ぬ

き

臍

出

し

て

菜

　々　

降
り
な
が
ら
朝
日
に
消
ゆ
る
春
の
雪

な

つ

き

梅

匂

ふ

袋

小

路

の

土

蔵

塀

愛

正

二
〇
二
〇
年
二
月
二
〇
日

春

風

に

な

び

く

尻

尾

や

返

し

馬

ぽ

ん

こ

二
〇
二
〇
年
二
月
一
九
日

馬
場
う
ら
ら
騎
手
の
黄
帽
子
赤
帽
子

菜

　々　

河

口

か

ら

見

ゆ

る

外

海

風

光

る

せ

い

じ

冴

返

る

馬

場

に

混

戦

ひ

づ

め

あ

と

菜

　々　

百

円

で

春

昼

遊

ぶ

競

馬

場

明

日

香

旅

情

い

ま

引

き

て

は

返

す

春

渚

た

か

子

二
〇
二
〇
年
二
月
一
八
日

パ

ド

　ッ　

ク

へ

騎

手

の

一

礼

草

青

む

た

か

子

う

ら

ら

か

や

公

園

の

ご

と

競

馬

場

明

日

香

泡

吹

い

て

気

合

漲

る

競

争

馬

た

か

子

金

閣

寺

白

変

し

た

る

春

の

雪

満

天

フ
リ
ー
ジ
ア
葉
書
に
押
し
て
島
便
り

智

恵

子

二
〇
二
〇
年
二
月
一
七
日

磯
泊
ま
り
あ
を
さ
尽
く
し
の
朝
餉
か
な

た

か

子

ギ
　ャ　
ロ
ツ
プ
で
パ
ド
　ッ　
ク
巡
る
春
の
駒

素

秀

暗

闇

に

架

橋

の

ラ

イ

ト

冴

え

返

る

宏

虎

春

田

打

ち

肥

料

袋

の

点

　々　

と

こ
す
も
す

針

山

の

ご

と

徒

長

し

て

梅

開

く

せ

い

じ

二
〇
二
〇
年
二
月
一
六
日

野

歩

き

の

余

録

の

幸

の

蕨

摘

む

智

恵

子

古
書
街
の
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
や
春
う
ら
ら

な

つ

き

春
潮
の
さ
ざ
め
く
テ
ト
ラ
ポ
ツ
ド
か
な

素

秀

二
〇
二
〇
年
二
月
一
五
日

朝
東
風
に
ハ
ン
ガ
ー
の
鳴
る
古
着
市

素

秀

光

秀

の

首

塚

の

苔

青

み

け

り

ぽ

ん

こ

湧

水

に

さ

揺

れ

や

ま

ざ

る

座

禅

草

愛

正

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
二
〇
年
二
月
二
三
日
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